
 
 
 

 
東北⼤学教育学部同窓会 
副会⻑・東北⽀部 ⽀部⻑ 

⿅ 野  毅 
（昭和 39 年⼊学） 

 
早春の佳き⽇、ご卒業・修了なされた皆様、おめでとうございます。 

卒業・修了年度という節⽬の年、コロナ渦中での学業、今までにないご苦労を克服
なされたこと、賞賛いたします。⼜御指導なされた研究科⻑様はじめ、諸先⽣⽅の御
労苦に敬意を表します。 

はじめに、教育学部同窓会副会⻑として、はなむけの⾔葉を申し上げます。 
皆様がこれから進む社会は、⼀層不透明で混迷の度合いを深めていくでしょう。し

かしこの不透明さも払拭され、明るい道筋が⾒えてくるでしょう。そのように、不透
明な社会の到来とその克服は、常に繰り返してきました。社会が⾏き詰った時、打開
する原動⼒となったのは若い世代でした。皆さんの世代は、社会の危機を次の発展に
⽣かす限りない可能性を秘めています。社会の状況に真摯に正対し、可能性を追求し
ていけば、知恵が働き、道は拓けてくるはずです。今後のご活躍を期待します。 

次に教育学部同窓会東北⽀部⻑として、⽀部について紹介させていただきます。 
1979 年、仙台市及び近隣在住の卒業⽣を中⼼に、同窓会仙台⽀部が結成されました。 
2019 年には、会員の範囲を新潟を含む東北地区に拡げ、東北⽀部として再出発し

ました。 
⼜、関東地区同窓会との密接な連携の下、⺟校教育学部の発展と各地区教育界に寄

与すべく活動しております。 
世代を超えて交流する中で、研修・親睦を深め、⽣活を豊かにしていく意欲が⾼め

られれば、同窓会が意義あるものになるでしょう。 
どうか、活動の趣旨を理解し、共に活動していただければ、この上ない喜びです。 

改めて、ご卒業・修了おめでとうございます。限りないご発展を、⼼より祈念いた
します。 

（東北⼤学教育学部同窓会：https://www2.sed.tohoku.ac.jp/alumni/index.html?next ） 
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